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運営委員のご紹介

日本心理学会に誕生したばかりの「若手の
会」。今回は，その活動を支えている運営委員
から一言ずつ集めました。

天谷祐子（名古屋市立大学） 「若手」の年齢を通
り過ぎつつありますが，運営委員をさせていただ
いています。児童期後半の「私」に対する根源的
問いと，死後の精神的機能の認識との関連につい
て，インタビューにより研究しています。マニア
ックな研究のため仲間がおらず，情報交換・議論
に飢えて（！）いたところ，この会を知り「渡り
に船」と入会しました。
小川健二（北海道大学） 認知神経科学が専門です。
自分が属する学会を振り返ってみると，日心に加
え，認知心理学，神経心理学，神経科学，神経回
路学と全て「心理」か「神経」が含まれることに
気づきました。心理学は今後も様々な学問領域と
融合し発展していくものと思いますので，若手の
力で領域横断し，皆さんと新しい学問を創造して
いきたいです。
川越敏和（熊本大学・日本学術振興会） 現時点で，
運営委員唯一の学生です。運営の皆様，いつもお
見守り頂きありがとうございます。現在は，高齢
者の運動と認知の関係について認知心理学の立場
から研究しています。若手の会で多くのつながり
をつくり，それをフル活用して生きていきたいと
思っている所存です。よろしくお願いいたします。
黒田剛士（山口大学・日本学術振興会） 時間知覚
の研究を行っています。時間という用語を中心に
据え，例えば運動といった関連するテーマにも着
手したいと考えています。隣り合う領域の若手研
究者が手を取り合い，研究活動に相乗作用をもた
らす機会を得る場として，若手の会が活用できる
のではないかと考えます。
小松さくら（同志社大学） 食行動，特に food

cravingについて研究しています。まだ活動期間は
短いですが，運営委員としての活動を通して，こ
れまで関わることのなかった様々な分野の研究者
との交流の機会が増えました。この経験を今後の
研究や教育にも生かしていきたいと思っています。
よろしくお願いいたします。
佐藤哲康（川村学園女子大学） 年次大会で若手の
会が主催する企画を担当しています。青年期後期，
特に大学学生相談の心理臨床家としての活動が長
く，研究者・教育者としてはまだまだ「若手」で
す。実践と研究・教育が，日本と世界が，若手と

ベテランが結びつくような「若手の会」になって
ほしいと思います。たくさんの参加と応援をよろ
しくお願いします。
鈴木華子（筑波大学） ここでの活動に加え，米国
心理学会 Division17（Counseling Psychology）
International Sectionの board memberと Division52

（International Psychology）若手の会の committee

memberを務めています。世界の心理学，そして世
界の若手をつないでいけると嬉しいです。
久永聡子（熊本大学） 私はこれまで，視聴覚音
声知覚について基礎的研究を行っておりましたが，
最近は臨床現場での心理学に関心があります。日
本心理学会若手の会は，心理学について多方面か
らアプローチされている研究者の方々とつながれ
る素敵な機会だと思っています。みなさん，ぜひ
若手の会でつながりを増やしましょう。
廣瀬健司（北海道大学） 若手は，何か新しいもの
を見出すことを求められ，自身もそれを強く望ん
でいると思います。そのような期待に応えるため
の一助とすべく，分野間のこれまでにない協働の
可能性や，新奇な検討対象の提案を行い，自身を
含め，若手研究者を刺激していければ（そしてあ
わよくば共同研究も……）と思っています。
古川洋和（鳴門教育大学） 日心若手の会運営委員
の中で唯一の四国地区メンバーです（自称：若手
の会四国支部長）。若手の会では主に「情報グルー
プ」の業務を担当しています。四国を飛び出し，
全国の皆様の活動に役立つ情報をたくさんお届け
できるよう尽力いたしますので，よろしくお願い
します。
森口佑介（上越教育大学・ JST さきがけ） 神経科
学やロボット工学，医学などの他分野の方と交流
することが多いのですが，関連諸分野内における
心理学の立ち位置の難しさを痛感しています。心
理学内部の交流も大事ですが，他分野の研究者と
の交流や他分野への発信に若手の会が役立てれば
と思っています。
森本文人（仁愛大学） 古典的な問題である「注意
を向ける」「注意を惹かれる」という認知過程につ
いて，生理指標（主に事象関連脳電位）を用いて
検討しています。ちょうど，生理心理学会の若手
の会で世話人をさせてもらっていたこのタイミン
グで会の誕生を知り，つながって（つなげて!?）い
ければと参加しました。

若手の会の詳細および参加方法は，http://www.

psych.or.jp/jpamember/wakate.html をご覧くださ
い！（若手の会共同世話人　小川健二・鈴木華子）
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